
 

  

 

  
 

 

「みんなで楽しく協力してやりきる小谷っ子」 ～学習発表会～ 
11 月 10 日（日）本年度の学習発表会が開催され、多くの保護者の皆さん

に熱心にご覧いただきました。皆さんから温かい拍手をいただき、子供たち
は、力いっぱい日頃の学習の成果を発表しました。テーマである「みんなで楽
しく協力してやりきる小谷っ子」は達成できていたでしょうか。 

発表会は、1 年生の元気のよいあいさつで始まりました。子供たちの発表
を見ていると、どの子も日々の成果を発揮しようといつも以上に張り切って
いる様子がうかがえました。また、学年が上がるにつれ、子供たちの表現も迫
力を増していきました。この発表会での達成感・満足感を自分自身の「成長」
ととらえ、その成長をこれからの学校生活への自信として、日々の生活を送
ってほしいと思います。 

特に、6 年生は、小学校生活最後の学習発表会ということもあり、いつも
以上の集中力で、さすが 6 年生という素晴らしい演奏を披露してくれました。 

また、学習発表会後は、地域の皆様・PTA の皆様による「文化のつどい」
に参加しました。準備・実施等ご苦労がおありだったとは思いますが、天候に
も恵まれ、子供たちは笑顔いっぱいとなっていました。本当にありがとうご
ざいました。 
   

東広島スタンダード ～ご家庭のご協力もよろしくお願いします～ 

東広島市では、市内全ての子どもたちが、東広島スタンダードを合言葉に、次
のことができるように取り組んでいます。 

・できます！であったひとに きもちのよい あいさつが！ 
・できます！なまえを よばれたときの きもちのよいへんじが！ 
・できます！あいてと ばに おうじた ことばづかいが！ 
・できます！ せいりせいとんや ひとを おもいやることが！ 
                  はきものをそろえる 
最近、朝のあいさつが元気よく相手に伝わるような声でできる子が増えてきま

した。おそらく家庭内でも朝一番に「おはよう」の声が掛け合われているものと
思います。親子関係作りにおいても、朝の「おはよう」は重要と言われています。
また、子供たちが社会に出たとき、あいさつが自然と当たり前にできているほう
が、子供たちにとってもよいことは想像に難くないのではないでしょうか。あい
さつは、コミュニケーションの第一歩。「たかがあいさつ、されどあいさつ」です。 

そう考えると、「東広島スタンダード」は、子供たちの未来のために身に付けて
おくべき大切なことばかりのようです。学校でも、家庭でも、地域でもどこでもできる子供たちになるよう、
ご家庭のご協力もよろしくお願いします。 

 

「全国学力・学習状況調査」の結果より 

左の表は、今年度の全国学力・学習状況調査の結果で、正答率とは、
設問毎に正答した児童の割合を示したものです。国語・算数とも県平
均とほぼ同じ状況にありますが、「文章の書き手が、どのような根拠を
基にどのような考えをもっているのかを理解する」ことや「どの情報
を基にどのような順序で説明するとよいのか見通しをもつなど、論理

的に思考し表現する」ことなどに課題が挙げられました。学級・学年ごとにそれぞれ課題がありますが、
その学年のことはその学年でしっかりと力をつけ、学力を積み上げていくことができるよう取り組んで
いるところです。ご家庭でのご協力もよろしくお願いいたします。 
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1年生：広い体育館で大きな声を響かせました。 

6 年生：最高学年の最高な演奏でした。 

今年は、気球も上がりました‼ 

平均正答率 国語 算数 

小谷小 ６９ ６５ 

広島県 ６９ ６４ 


